
  

 

 
 

 

 

大
阪
市
大
の
山
田
裕
介
教
授
の
研

究
課
題
が
、
２
０
１
６
年
度
に
続
い

て
１９
年
度
防
衛
装
備
庁
の
委
託
研
究

と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
軍
学
共
同
研
究
は
、
学
者
の

国
会
に
あ
た
る
「
学
術
会
議
」
が
１
９

５
０
年
と
６７
年
に
出
し
た
「
戦
争
を

目
的
と
す
る
科
学
の
研
究
は
ぜ
っ
た

い
に
こ
れ
を
行
わ
な
い
」
旨
の
声
明

と
そ
れ
を
継
承
し
た
２
０
１
７
年
３

月
の
声
明
に
反
す
る
も
の
で
す
。 

全
国
で
軍
学
共
同
反
対
の
動
き
が

強
ま
り
、
１９
年
度
採
択
さ
れ
た
大
学

は
全
国
で
市
大
と
山
口
大
学
の
２
大

学
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
大
阪
市
大

の
軍
学
共
同
路
線
は
全
国
的
に
見
て

も
異
常
な
も
の
で
す
。 

  

「
軍
学
共
同
い
ら
な
い
！
市
民
と

科
学
者
の
会
」（
大
阪
平
和
委
員
会
、

大
阪
革
新
懇
、
科
学
者
会
議
で
構
成
、

以
下
〟
会
〝
と
略
記
）
は
１０
月
１８
日

午
前
、
市
大
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
抗
議
・
要
請
し
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
に
は
、
市
大
の
突
出
し

た
軍
学
共
同
路
線
を
憂
う
中
央
の

「
軍
学
共
同
反
対
連
絡
会
」
の
西
山

勝
夫
・
滋
賀
医
科
大
学
名
誉
教
授
、
井

原
聡
日
本
科
学
者
会
議
事
務
局
長
・

東
北
大
学
名
誉
教
授
が
特
別
参
加
し

ま
し
た
。
会
か
ら
は
吉
田
一
江
大
阪

平
和
委
員
会
事
務
局
次
長
、
東
田
協

直
常
任
理
事
、
小
林
優
・
大
阪
革
新
懇

事
務
局
次
長
、
山
本
謙
治
・
日
本
科
学 

 

者 会
議
大
阪
支
部
事
務
局
長
ら
７
人
が

参
加
し
ま
し
た 

市
大
側
は
下
原
逸
樹
（
研
究
支
援

課
長
）
と
四
方
啓
嗣
（
研
究
支
援
担
当

係
長
）
両
氏
が
応
対
し
ま
し
た
。 

 

申
し
入
れ
内
容
は
、
次
の
２
点
。 

（
ア)

１６
年
、
１９
年
の
２
度
に
わ
た

る
防
衛
省
委
託
研
究
応
募
・
採
択

に
つ
い
て
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と

も
に
直
ち
に
受
託
契
約
の
手
続
き

を
中
止
し
、
応
募
を
撤
回
す
る
よ

う
求
め
る
。 

（
イ)

市
大
で
１８
年
度
４
月
に
施
行

さ
れ
た
審
査
制
度
と
審
査
基
準
を

公
表
す
る
こ
と
。 

                       

上
記
の
（
ア
）
（
イ
）
に
対
す
る
市 

大
側
の
回
答
は
、
次
の
５
点
。 

１
．
何
度
も
話
し
合
っ
て
き
た
が

平
行
線
で
今
後
続
け
た
と
し
て

も
打
開
の
道
は
開
か
れ
そ
う
に

な
い
。 

 

２
．
防
衛
省
の
研
究
費
を
受
け
る 

 
 

こ
と
が
、
そ
ん
な
に
悪
い
事
と 

は
思
わ
な
い
。 

 

３
．
大
学
の
資
金
が
抑
え
ら
れ
て 

 
 

お
り
、
外
部
資
金
を
活
用
せ
ざ 

 
 

を
得
な
い
。 

 

４
、
審
査
制
度
や
審
査
基
準
に
つ 

 
 

い
て
は
隠
す
も
の
で
も
な
い
の 

 
 

で
上
司
に
確
認
し
て
示
す
。 

 

５
、
皆
さ
ん
の
話
は
防
衛
省
資
金 

 
 

と
い
う
こ
と
で
入
り
口
で
ス
ト 

 
 

ッ
プ
を
か
け
て
い
る
。
検
討
の 

 
 

余
地
が
な
い
の
で
は…

 

 

会
で
は
、
市
大
に
よ
る
軍
学
共
同

研
究
へ
の
加
担
問
題
に
つ
い
て
大
阪

市
民
の
中
に
広
く
知
ら
せ
、
市
大
卒

業
生
な
ど
広
範
な
市
民
と
と
も
に
、

市
大
が
２
度
と
「
防
衛
省
の
資
金
で

研
究
を
行
わ
な
い
」
と
い
う
立
場
に

立
つ
ま
で
運
動
を
継
続
し
て
い
こ
う

と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。 

  

           

  

関
西
６
府
県
平
和
委
員
会
で
構
成 

す
る
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
平
和
学
校
」 

が
、
１０
月
１４
日
午
前
か
ら
夕
刻
ま
で

京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
学
校
の
目
的
は
、
安
倍
政
権

に
よ
る
「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
、
特

に
関
西
で
の
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
跳
ね
返
す

平
和
運
動
と
組
織
の
強
化
で
す
。 

関
西
６
府
県
か
ら
３２
人
（
大
阪
９

人
）
が
集
い
、
学
習
・
交
流
し
ま
し
た
。 

冒
頭
、
岡
田
英
樹
・
京
都
平
和
委
員

会
会
長
が
開
会
あ
い
さ
つ
。 

次
い
で
、
「
仲
間
づ
く
り
」
の
テ
ー

マ
で
報
告
・
交
流
。
「
仲
間
増
や
し
」

が
比
較
的
に
進
ん
で
い
る
滋
賀
、
京

都
、
大
阪
が
そ
の
経
験
を
披
露
。 

滋
賀
県
の
木
村
事
務
局
長
は
、「
２

０
０
８
年
か
ら
１０
年
間
毎
年
増
勢
。

現
在
１２
市
に
基
礎
組
織
が
あ
る
が
、

今
、
守
山
と
野
洲
を
く
っ
つ
け
て
い

る
が
、
野
洲
で
会
員
を
増
や
し
、
野
洲

を
基
礎
組
織
化
し
よ
う
と
頑
張
っ
て

い
る
」
と
報
告
。 

京
都
の
川
上
事
務
局
長
は
「
新
専

従
に
な
っ
て
か
ら
京
都
は
増
勢
に
転

じ
て
い
る
が
、
会
員
７
０
０
に
早
く

戻
す
た
め
が
ん
ば
る
」
と
報
告
。 

大
阪
の
上
羽
事
務
局
長
は
、
２
頁

の
レ
ジ
ュ
メ
を
用
い
て
９
・
１０
月
「
仲

間
づ
く
り
」
特
別
期
間
の
取
り
組
み

を
中
心
に
報
告
。
「
出
席
２０
人
を
超

え
る
月
例
役
員
会
と
出
席
１０
人
超
の

組
織
委
員
会
で
し
っ
か
り
『
仲
間
づ

く
り
』
に
つ
い
て
意
思
統
一
。
有
馬
理

恵
さ
ん
「
一
人
芝
居
」
な
ど
独
自
行
事

や
、
大
阪
市
大
の
山
田
教
授
に
よ
る

防
衛
装
備
庁
省
予
算
を
使
っ
た
軍
事

研
究
を
許
さ
な
い
、
革
新
懇
な
ど
他 

 
 

組
織
と
の
共
同
の
取
り
組
み
の
中
で

会
員
を
増
や
す
と
と
も
に
、
行
事
や

取
り
組
み
を
し
た
ら
、
必
ず
推
進
ニ

ュ
ー
ス
に
記
載
し
て
大
阪
の
役
員
に

知
ら
せ
て
い
る
」
と
報
告
。 

 
 
 

カ
ジ
ノ
問
題
を
学
習 

午
後
は
、
最
初
に
大
阪
の
Ｈ
大
学

の
Ｓ
教
授
が
「
カ
ジ
ノ
導
入
は
誰
の

た
め
？
」
と
の
テ
ー
マ
で
特
別
講
義
。 

Ｓ
教
授
は
、
夢
洲
カ
ジ
ノ
の
問
題

性
と
し
て
次
の
点
を
あ
げ
ま
し
た
。 

 

夢
洲
は
高
層
建
築
物
や
重
量
建
築

物
は
想
定
し
て
い
な
い
、
し
か
も
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
・
Ｐ
Ｃ
Ｂ
な
ど
環
境
汚

染
物
質
が
ま
ざ
っ
た
浚
渫
土
砂
の
埋

め
立
て
地
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発

生
率
は
、
３０
年
以
内
に
７０
～
８０
％
ほ

ぼ
確
実
に
発
生
す
る
。
そ
こ
に
巨
大

集
客
施
設
（
１
兆
円
の
投
資
規
模
）
を

建
設
し
、
運
営
す
る
蛮
行 

 

次
に
６
府
県
か
ら
京
丹
後
Ｘ
バ
ン

ド
レ
ー
ダ
ー
米
軍
基
地
問
題
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
地
元
の
戦
争
す
る
国
づ
く
り

の
実
態
に
つ
い
て
の
報
告
。
続
く
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
課
題
で
は
大
阪
の

亀
井
明
子
事
務
局
員
（
左
写
真
）
が
堺

平
和
委
員
会
の
多
彩
な
活
動
の
紹
介

と
と
も
に
、「
女
性
の
役
員
を
も
っ
と

増
や
し
て
、
華
の
あ
る
活
動
を
し
た

い
」
と
報
告
し
ま
し
た
。 

 

 

軍
学
共
同
に
抗
議
・
要
請 

2215 号 

 

２０１９年１１月５日（火曜日） 

二
度
採
択
さ
れ
た
初
の
研
究
者 

１．審査制度と審査委員会について、この間の経緯と、山田氏が 2 回応募

し、２回続けて採択されたことをどのように受け止めているのか。 

２．審査委員会のメンバーや運営方法はどうなっているのか。 

３．防衛省からの研究資金を審査会メンバーはどう受け止めているのか。 

４．山田氏の研究は独自研究なのか、学生を巻き込んだ研究なのか、学生に

はどのように説明しているのか。 

５．山田氏含め審査委員会メンバーと話しあう機会が持てるように計画し

てほしい。 

６．「軍事研究に加担しない」ということが審査会の中で明確に出されたこ

とがあったのかどうか。 

 

 

「
平
和
学
校
」
盛
大
に 

 

中
央
の
学
者
も
二
人
応
援
に 



 
 

 
  

大
阪
か
ら
近
藤
理
事
長
ら
３
人 

１１
月
６
日
午
後
１
時
よ
り
自
衛
隊

の
ヘ
リ
護
衛
艦
「
か
が
」
が
母
港
と
す

る
広
島
県
呉
市
の
中
央
公
園
で
「
か

が
」
空
母
化
反
対
集
会
が
県
内
外
か

ら
３
５
０
人
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
集
会
に
は
、
関
西
の
４
府
県

の
平
和
委
員
会
か
ら
１９
人
が
参
加
。

大
阪
は
大
阪
平
和
委
員
会
、
旭
区
・
吹

田
平
和
委
員
会
か
ら
各
１
名
が
参
加

し
、
県
内
参
加
者
を
大
い
に
励
ま
し

ま
し
た
。 

集
会
の
呼
び
か
け
団
体
は
、
広
島

県
平
和
委
員
会
。
主
催
は
県
原
水
協

や
非
核
の
呉
港
を
求
め
る
会
な
ど
で

つ
く
る
実
行
委
員
会
。 

 
 

集
会
で
は
副
実
行
委
員
長
の
神
部

泰
県
労
連
議
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
、

米
軍
の
戦
闘
機
Ｆ
３５
Ｂ
が
配
備
さ
れ

て
い
る
山
口
県
岩
国
基
地
の
地
元
の

松
井
一
志
「
住
民
投
票
を
力
に
す
る

会
」
代
表
な
ど
が
連
帯
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。 

井
上
哲
士
・
日
本
共
産
党
参
議
院

議
員
が
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
。「
安

倍
政
権
は
『
か
が
』
を
１
２
０
０
億
円

か
け
米
軍
の
戦
闘
機
Ｆ
３５
Ｂ
が
離
発

着
で
き
る
よ
う
に
艦
の
甲
板
の
耐
熱

工
事
な
ど
改
修
・
空
母
化
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
改
修
の
狙
い
は
海
外
で

の
日
米
一
体
の
軍
事
行
動
の
出
撃
拠

点
化
で
あ
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

集
会
の
最
後
に
は
「
空
母
化
の
計

画
は
、
昨
年
１２
月
閣
議
決
定
し
た
新

た
な
防
衛
大
綱
、
中
期
防
の
中
で
『
か

が
』
と
と
も
に
横
須
賀
を
母
港
と
す 

    

る
『
い
ず
も
』
の
２
隻
に
つ
い
て
、
艦

の
甲
板
を
耐
熱
工
事
な
ど
改
修
し
、

米
国
か
ら
購
入
す
る
最
新
鋭
戦
闘
機

Ｆ
３５
Ｂ
を
搭
載
可
能
に
す
る
も
の
。

『
か
が
』
の
空
母
化
が
強
行
さ
れ
る

と
、
自
衛
隊
に
先
行
し
て
ま
ず
米
海

兵
隊
Ｆ
３５
Ｂ
が
使
用
す
る
こ
と
に
な

る
。『
か
が
』『
い
ず
も
』
の
空
母
化
、

改
修
を
断
念
、
中
止
せ
よ
」
と
の
決
議

が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

集
会
後
、
参
加
者
は
自
衛
隊
呉
総

監
部
ま
で
デ
モ
行
進
し
、
市
民
に 

「
か
が
」
の
「
空
母
化
反
対
！
米
国
か

ら
の
戦
闘
機
爆
買
い
を
や
め
ろ
！ 

自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
す
る
９
条
改

悪
反
対
！
」
な
ど
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

    
 

  

            

        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                               

                                        

                            

          《11月の行事案内》 

3日（日）おおさか総がかり集会 13：30 扇町公園 デモなし 

8日（金）日本平和大会ｉｎ沖縄（～9日） 

9日（土）おおさか女性行進 16：10 新町北公園  

10日 (日）平野民商婦人部総会・学習会 12：30 上羽事務局長報告 

15日（金）沖縄連帯行動 12：00 近鉄上本町駅頭 

16日（土）里山歩き・柿狩り 8：30 近鉄・鶴橋駅西口  

17日（日）旭区総会 10：00 赤川診療所 

19日（火）韓国三大聖地平和ツアー 関空 12：00発（～22日） 

23日（土）秋の憲法大学習会 14：00 大阪クリスチャンセンター  

24日（日）八尾「エアフェスタ」（詳細は別途） 

 

 
 
 

今月の言葉 

「国際協力の発展と国際問題の平和的解決への

知恵と努力こそ、真の〝反戦〟」 

  

 戦争をしないで済むように国際協力を発展さ

せ、国際間の問題を平和的に解決するための知

恵と努力を持続すること、それこそが真の「反

戦」だと思います。 

（「アニメーション―折りにふれて」 

        高畑勲 岩波現代文庫） 

高畑勲氏の冥福を祈ります。 

   第三種郵便物認可   平 和 新 聞  ２０１９年１１月５日（火曜日） （2）    2215号   

 

「
か
が
」
空
母
化
反
対
集
会
・
呉
に
参
加 

 

ひょっとしたらが・・・本当に？・・・させてはならぬ！       

 名護在住  福山功勝 

 

10月 3日付け「琉球新報」。1面に大きな見出しで「沖縄に新中距離弾配備」「米計画、2年内にも」が眼に入ってきた。 

9月 25日付の「平和新聞」（大阪版）に掲載された自身の拙文が届いた直後だったので本当にビックリ。 

新報記事の内容は、今年の 8月 2日に中距離核戦力（INF）廃棄条約が廃棄されたことにより、条約が製造を禁じていた中距

離弾道ミサイルの新型を、米国が 2年以内に日本本土に大量配備する計画があるというもの。 

米軍基地が集中している沖縄への配備は当然視。そこに専門家の様々な見解も載ってはいたが、沖縄の核からの脱却には、

日本本土との連帯程度に留まらず、国際的視野での市民運動の盛り上がりを目指さねばならぬ。 

なすべきことは軍拡ノー、新基地建設ノー、核兵器ノー、核抑止力ノー、平和を壊す全ての行為ノーである。 

「空っぽな言葉で夢を奪った」 

スウェーデンの環境保護活動家グレタ・トゥーンベリさん、16 歳の美しい少女が、気候変動会議で 60 か国の首脳に向かっ

て発言した言葉の価値に胸が震える。 

「・・・人々は苦しんでいます。死んでいます。全生態系は崩壊しつつあります。大量絶滅の始まりに私たちはいるんです。

なのにあなた方は、お金の話、永遠に続く経済成長というおとぎ話しかしていない。・・・・もう 30年以上も、科学は明快に

示してきました。なのにあなた方は目をそらし続け、ここにきて、ちゃんとやってるとか言えるなんて。ありえない！・・・」 

環境だけの話ではない。 

彼女の「哲学の肝」を全ての分野で具体化するために、私たちは生きている。 

 

 

 

編
集
部
に
不
幸
が
あ
っ
た
た

め
本
号
の
発
行
が
遅
れ
ま
し
た
。

お
詫
び
い
た
し
ま
す
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11 月 16 日 

柿狩りに行

きましょう 


